
区民委員会情報連絡 

令和５年９月２６日 

情報連絡事項   頁 

１ 秋のごみゼロ地域清掃活動の実施について・・・・・・・・・・・・・・・・・２

２ 美化推進協議会による秋の清掃活動の実施について・・・・・・・・・・・・・３

３ 「Ｌ・フェスタ２０２３あだち」の開催について・・・・・・・・・・・・・・４ 

４ 足立区郷土芸能大会及び青少年奨励賞授与式について・・・・・・・・・・・・５ 

５ ギャラクカフェの運営事業者公募について・・・・・・・・・・・・・・・・・７

６ 生涯学習総合施設（学びピア２１）レストラン運営事業者の公募について・・・８

７ 生涯学習総合施設（学びピア２１）講堂の利用休止について・・・・・・・・・９

８ あだちウォーキングチャレンジの実施について・・・・・・・・・・・・・・・10

９ 関東・東京都女子フットサルリーグ２０２３in 足立の開催について  ・・・・・12

10 「あだち電子図書館」の図書館システムとの連携に伴う変更点について・・・・14 

【参考】≪子ども・子育て支援対策調査特別委員会報告事項≫ 

※ 資料は、子ども・子育て支援対策調査特別委員会（地域のちから推進部）の報告資料

にあり 

１ 民設学童保育室の選考状況について 

２ 令和６年度学童保育室入室申請受付について（令和６年４月入室） 

３ 学童保育室等の運営事業者による職員配置の不適正な取り扱いについて 

（第二次報告） 

（地域のちから推進部）



区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年９月２６日 

件 名 秋のごみゼロ地域清掃活動の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内 容 

ビューティフル・ウィンドウズ運動の一環として、まちの美化を推進する

ために、少人数・短時間で取り組むことが出来る「秋のごみゼロ地域清掃活

動」への参加を、区内の各団体に呼び掛ける。 

１ 目的 

（１）ごみゼロ地域清掃活動を「点から面へ」、「キャンペーンから日常へ」

と全区的に展開することにより、区民の美化意識の向上を図る。 

（２）参加団体に自宅や施設周辺身近な地域で清掃活動を実施していただく

ことにより、まちの美化を維持する。 

２ 期間 

１０月、１１月の概ね２ヶ月間(区の美化強化期間) 

３ 対象 

町会・自治会、商店街、民間事業所、保育園、幼稚園、小・中学校、

高等学校、大学、区施設等 

４ 実施内容 

（１）上記期間中に参加団体が実施日を設定し、参加可能な人数で、各団体

の周辺地域の清掃活動を行う。 

（２）参加団体に「ビューティフル・パートナー」ロゴ入りごみ袋・ビニー

ル袋等の清掃物品を進呈。

５ 実績（参加団体、人数） 

令和４年度春 令和４年度秋 令和５年度春 

団体数 人数 団体数 人数 団体数 人数 

789 26,434 757 31,928 729 27,686 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年９月２６日 

件 名 美化推進協議会による秋の清掃活動の実施について 

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内 容 

１ 概要 

毎年春と秋の年２回、区内主要６駅周辺で各美化推進協議会による清掃 

活動を実施している。「秋の清掃活動」について次のとおり実施する。 

２ 実施方針 

（１）平成４年度美化推進協議会合同総会での決定に基づき、開会式・閉会

式は行わない。

（２）団体ごとに集合場所までの道中で清掃活動を行っていただき、集合場

所でごみを回収し記念品を渡した後、お帰りいただく。

３ 清掃活動日程及び実施場所等 

実施日 場 所 集合場所 参加予定人数 

１０月 ３日(火) 梅 島 駅  梅島天満宮 約１００名 

１０月１７日(火) 竹ノ塚駅 竹ノ塚駅東口広場 約２００名 

１０月３１日(火) 綾 瀬 駅  東綾瀬公園 約２００名 

１１月 ６日(月) 西新井駅 西新井公園 約１００名 

１１月 ９日(木) 北千住駅 
東京電機大学 

キャンパスプラザ
約２００名 

１１月１３日(月) 五反野駅 足立小学校 約１００名 

※ 開始時間は午後２時（五反野駅は午後１時４０分）

※ 綾瀬は「綾瀬地区防犯対策推進協議会」と合同で実施

※ 北千住は東京国道事務所との協定に基づく国道４号線千住地区の

中央分離帯の清掃作業期間に合わせて実施

４ 美化推進協議会とは 

「足立区歩行喫煙防止及びまちをきれいにする条例」に基づく美化運動

の推進を図ることを目的とする団体。 

主要６駅周辺の町会・自治会、商店街、友愛クラブ、事業所、学校、官

公庁（警察署・消防署等）及び区で構成。 

3



区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年９月２６日 

件 名 「Ｌ・フェスタ２０２３あだち」の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部多様性社会推進課 

内 容 

区と足立区女性団体連合会の共催イベント「Ｌ・フェスタ２０２３あだち」

を次のとおり開催する。 

１ 目的 

区民の相互理解や交流を深め、性別に関係なく、その個性と能力を十 

分に発揮することのできる男女共同参画社会の実現を目指す。 

２ 開催日・会場 

（１）開催日

令和５年１１月１１日（土）・１２日（日）

※ 国の「女性に対する暴力をなくす運動」期間

１１月１２日～１１月２５日

（２）会 場

エル・ソフィア

３ 主な企画 

（１）１１月１１日（土）

「健康心理学」「若者から見たジェンダー平等」に関する講座 など

（２）１１月１２日（日）

「ジェンダー」「性教育」に関する講座、赤ちゃんから楽しめるクラ

シックコンサート、健康チェック など

（３）１１月６日（月）～１２日（日）

男女共同参画パネル展示（１階ロビー）

４ 今後の方針 

（１）チラシ配布や区ホームページ掲載、ＳＮＳの活用により周知を行う。 

（２）男女共同参画に関する重要な啓発機会である本イベントについて、年 

齢・性別を問わず幅広い世代に来場してもらえるよう、女性団体連合会 

と調整しながら内容を充実させていく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年９月２６日 

件 名 足立区郷土芸能大会及び青少年奨励賞授与式について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

足立区郷土芸能大会及び青少年奨励賞授与式の概要を次のとおり報告する。

１ 開催日時 

（１）郷土芸能大会

令和５年１０月９日（月・祝）午前１１時３０分から午後５時まで

（２）青少年奨励賞授与式

令和５年１０月９日（月・祝）午前１１時から（３０分程度）

２ 会場 

西新井文化ホール 

３ 郷土芸能大会参加団体（五十音順） 

加盟３３団体中、１９団体が参加 

１ 曙箕輪囃子桜会 １１ 神田囃子睦会 

２ 綾瀬神社江戸祭囃子保存会 １２ 島根ばやし連中 

３ いなほ千住囃子保存会 １３ 高砂祭囃子保存会 

４ 江戸あだち太鼓・大鷲会 １４ 西新井江戸囃子保存会 

５ 江戸ばやし千住巴会 １５ 
西之宮稲荷神社五反野祭囃子

保存会 

６ 大谷田隅田囃子連中 １６ 二ツ家箕濃が谷囃子連中 

７ 押部文化保存会はやし連 １７ 保木間箕濃が谷囃子保存会 

８ 葛西囃子北野神社保存会 １８ 柳原箕輪囃子連 

９ 川田囃子連中 １９ 六月囃子連中 

１０ 神田囃子千四会 

４ 青少年奨励賞受賞者 

足立区郷土芸能保存会会員として郷土芸能の習得に５年以上励み、その行

動が他の模範となる青少年に対して授与する。 

 

  

 

江戸あだち太鼓・大鷲会 ４名 

大谷田隅田囃子連中 ２名 

神田囃子睦会 １名 

西之宮稲荷神社五反野祭囃子保存会 ４名 

計 ４団体 １１名 
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５ 動画撮影について 

 郷土芸能大会は動画を撮影し、保存継承及びＰＲのための短編動画を作成

予定 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年９月２６日 

件 名 ギャラクカフェの運営事業者公募について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課 

内 容 

こども未来創造館及び西新井文化ホール（以下、「ギャラクシティ」と

いう。）の施設運営の公平性の確保と営業の活性化を図るため、ギャラク

シティ１階のギャラクカフェの運営事業者を次のとおり公募する。

１ 対象施設 

（１）名称

ギャラクカフェ（ギャラクシティ１階）

（２）所在

足立区栗原一丁目３番１号

２ 公募期間 

令和５年１０月上旬～令和５年１１月上旬 

あだち広報１０月１０日号等で周知 

３ 選定方法 

プロポーザル提案方式 

４ 選定スケジュール（予定） 

５ 使用期間 

令和６年４月１日から令和７年３月３１日までの１年間 

６ 応募条件 

 令和５年４月にプロポーザルを実施したが、応募者がなく不調とな

った為、使用料減額などの条件変更により、事業者の応募を促す。 

日程 項目 

令和５年１０月 現地説明会 

令和５年１２月 第一次審査（書面審査） 

令和６年 １月 第二次審査（プレゼンテーション審査） 

令和６年 ４月 使用許可開始 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年９月２６日 

件 名 
生涯学習総合施設（学びピア２１）レストラン運営事業者の公募につ

いて 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室生涯学習支援課 

内 容 

生涯学習総合施設（以下「学びピア２１」という。）レストランの運

営事業者を、次のとおり公募する。 

１ 対象施設 

（１）名称

学びピア２１ ７階レストラン

（２）所在

足立区千住五丁目１３番５号

２ 公募期間 

令和５年１０月２５日～令和５年１２月８日 

あだち広報１０月２５日号等で周知 

３ 選定方法 

プロポーザル提案方式 

４ 選定スケジュール（予定） 

５ 使用期間 

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日までの５年間 

６ 使用料の設定 

 使用料の最低価格を設定したうえで、選定事業者の提案価格を採用

する。 

日程 項目 

令和５年１１月 現地説明会 

令和６年 １月 第一次審査（書面審査） 

令和６年 ３月 第二次審査（プレゼンテーション審査） 

令和６年 ４月 使用許可開始 

8



区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年９月２６日 

件 名 生涯学習総合施設（学びピア２１）講堂の利用休止について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室生涯学習支援課 

内 容 

 生涯学習総合施設（以下「学びピア２１」という。）講堂の利用休止につい

て、次のとおり報告する。 

１ 概要 

学びピア２１講堂の舞台照明・音響設備について、機器の経年劣化のた

め入れ替えを実施する。 

なお、修繕期間中は講堂を利用休止とする。 

２ 利用休止期間 

令和６年２月１日～１９日（予定） 

３ 周知方法 

施設内ポスター掲示のほか、区及び生涯学習センターのホームページに

て、広く周知していく。 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年９月２６日 

件 名 あだちウォーキングチャレンジの実施について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

１１月の糖尿病月間にあわせて、次のとおり「あだちウォーキングチャレ

ンジ」を実施する。

１ 目的 

（１）最も身近で、年代を問わず取り組める「ウォーキング」を始める

きっかけとして、１週間の歩数を計測し、区に報告するイベントを 

実施する。 

（２）自身の日常の運動状況を把握し、その後の運動の継続を促すこと

で、「気づき」から「行動」に繋げていく。 

２ 実施（対象）期間 

令和５年１０月２５日～１１月３０日 

※ この期間の中で、自分で決めた連続した７日間の歩数を計測

３ 対象 

足立区在住、在学、在勤の方 

４ 実施内容 

（１）参加者は実施（対象）期間中、チャレンジ期間「１週間」を決める

（２）歩数計、スマホなどで毎日の歩数を計測、記録する

※ クリアしなければならない歩数の設定はなし。

（３）「１週間」が終わったら結果をスポーツ振興課に報告 

ア 区ＨＰから受付フォームに入力

イ チラシ裏の報告用紙を記入し、ＦＡＸもしくは直接持参

（４）トータル歩数ランキング上位５名にプレゼントを贈呈

（５）報告していただいた方の中から抽選で「もっと健康プレゼント」贈呈 

ア 足立の野菜詰め合わせ             ２０名 

イ 家庭菜園セット                ２０名 

ウ 体組成計（体重だけでなく体脂肪率などを計測）  ５名 

エ ビーズクッション                ５名 など 

総勢９０名にプレゼント（予定） 
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５ １日のめやす 

８，０００歩 

（厚生労働省指針：糖尿病の罹患率が下がるといわれる目標歩数） 

※ チャレンジ期間中の報告は、目標値をクリアしなくても可能。

６ 情報発信による応援 

期間中以下の内容をＳＮＳ、ＨＰで紹介し、参加者の励みにする。 

（１）歩数ランキング（週１掲載、報告時にニックネームを申告）

（２）歩きたくなるウォーキングマップの紹介

ア 銭湯をめぐるコース

イ 荒川にかかる「橋」をめぐるコース など 

（３）到達度シート（距離によりどこまで歩けたかがわかるもの）の提供

例）8,000 歩/日×7日≒40 ㎞（日光街道を歩けば、千住から久喜）

７ 広報方法 

（１）チラシの配付、ポスターの掲出

ア 衛生部の糖尿病月間パンフレットに情報を掲載し相乗効果を図る。 

イ 区内小中学生、駅スタンドのほか、スーパーマーケット、民間ス

ポーツジム、健康経営に関心のある事業者等へ依頼。事業所単位で

の参加も呼び掛ける。 

（２）あだち広報への掲載

１０月２５日号に糖尿病月間の特集

（３）総合スポーツセンタ―のデジタルサイネージによる情報発信
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年９月２６日 

件 名 関東・東京都女子フットサルリーグ２０２３㏌足立の開催について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室スポーツ振興課 

内 容 

関東女子フットサルリーグ及び東京都女子フットサルリーグの試合を２

日間にわたり開催し、トップアスリートの競技を身近に観戦できる機会を

設ける。 

また、スポーツをするきっかけにつながるよう、フットサルリーグ選手

による親子フットサル体験会及び足立区内のサッカーチーム（東加平キッ

カーズ女子）とのエキシビションマッチをおこなう。

１ 実施日・実施内容 

（１）令和５年１０月２８日（土） 東京都リーグ

内容 時間 申込等 

第一試合（観戦） 10：30 申込不要・当日受付 

親子フットサル体験会 

〇５歳児クラスとその保護者

３０組 

11：55～ 

12：55 
事前申込・抽選 

第二試合（観戦） 13：20 申込不要・当日受付 

第三試合（観戦） 14：45 申込不要・当日受付 

エキシビションマッチ

〇東加平キッカーズ女子 ＶＳ 

都リーグ選抜チーム 

15：55～ 

16：55 
申込不要・当日受付 

（２）令和５年１０月２９日（日） 関東リーグ

内容 時間 申込等 

親子フットサル体験会 

〇小１・２年生とその保護者 

３０組 

9：50～ 

10：50 
事前申込・抽選 

第一試合（観戦） 11：30～ 申込不要・当日受付 

第二試合（観戦） 13：20～ 申込不要・当日受付 

親子フットサル体験会 

〇小３・４年生とその保護者 

２０組 

15：10～ 

16：20 
事前申込・抽選 

第三試合（観戦） 16：40～ 申込不要・当日受付 
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２ 申込方法 

（１）親子体験会

ア 区ＨＰから受付フォームに入力（９月２５日～１０月２日）

イ 抽選で参加者を決定（当落にかかわらず抽選結果を通知）

（２）試合及びエキシビションマッチ観戦

申込不要、当日、会場にて受付

３ 会場 

足立区総合スポーツセンター大体育室 

４ ＰＲ方法 

 区ＨＰ、区広報（９月２５日号）、体験会該当年齢・学年宛に幼稚園、

保育園、小学校宛チラシ配布、ＳＮＳほか 

５ 主催 

関東フットサル連盟、東京都フットサル連盟、足立区 

関東及び東京都女子フットサルリーグ運営委員会（主管） 
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区 民 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年９月２６日 

件 名 「あだち電子図書館」と図書館システムとの連携に伴う変更点について 

所管部課名 地域のちから推進部生涯学習支援室中央図書館 

内 容 令和５年１０月１日から実施する「あだち電子図書館」と図書館シ

ステムとの連携に伴い、利用方法及び利用可能な機能の変更点を次の

とおり報告する。 

１ 図書館システムとの連携の目的 

 電子図書館の利用登録が不要となるなどの利便性の向上を通じ、

さらなる利用拡大を図る。 

２ 連携に伴う「あだち電子図書館」の変更点 

（１）利用方法

利用方法 現行（令和５年９月末まで） 連携後（令和５年１０月以降） 

図書館の

利用登録 

のない方 

① 図書館の利用登録

② 電子図書館の利用登録

③ 上記②で付与される電

子図書館パスワードで

ログイン

① 図書館の利用登録※１

② 上記①で付与される図

書館システムパスワー

ド※２で「あだち電子図

書館」のサイトにログ

イン※３

図書館の

利用登録 

のある方 

① 電子図書館の利用登録

② 上記①で付与される電

子図書館パスワードで

ログイン

① 付与済みの図書館シス

テムパスワードで「あ

だち電子図書館」のサ

イトにログイン

※１ 図書館の利用登録（貸出カード作成）について

① 区立図書館の窓口で行う。

② 現住所・氏名を確認できる本人確認書類が必要。

※２ 図書館システムパスワード

① 利用登録の際などに、希望する方に発行。

② 予約などＷｅｂ上のサービスの利用に必要。

※３ 図書館システムへのログイン方法

図書館システムパスワードの有無 ログイン方法

パスワードを発行している 発行済のパスワードでログイン 

パスワードを発行しているが 

忘れてしまった 
新たにパスワードを発行し 

そのパスワードでログイン 
パスワードを発行していない 
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（２）利用可能な機能

機能 現行(令和５年９月末まで) 連携後(令和５年１０月以降) 

蔵書の検索 

紙の本は図書館システム

に、電子書籍は「あだち

電子図書館」システムに

それぞれログインが必要 

紙の本、電子書籍ともに図書

館システムで検索可能 

予約資料の 

準備完了通知 
不可 可 

貸出履歴の 

確認 
不可 可 

３ 周知方法 

 あだち広報や区立図書館ホームページ、区立図書館内の掲示など

で周知を図っていく。 

４ 今後の方針 

システム連携に合わせて、１冊を複数人で同時に利用できる電子

書籍（マルチライセンス）を収集するなど、蔵書を拡充していく。 
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